
回 覧 

                      令和 8 年度 学術部発 7 号 
（一社）岐阜県臨床検査技師会 

                              会  長   岡村 明彦 ＜公印略＞ 

学術部長 石田 秀和 

臨床生理部門長   松岡 涼太 

 

 令和 8年度 岐臨技研修会のご案内 
 

＜臨床生理部門（神経生理分野）研修会＞ 

 

日 時 ： 令和 8 年 9月 12日（土） 13：00 ～ 17:00 
場 所 ： 岐阜医療科学大学 1号館 3 階 1304 教室（講義）  

(現地開催のみ)       

（学内は土足厳禁となるため、準備してあるスリッパへの履き  

替えを お願い致します） 
 

内 容 ： 13：00～13：45 

「神経伝導検査を始める人のために～検査方法を中心に～」 

講師：刈谷豊田総合病院 臨床検査病理技術科 西脇 啓太 技師 
      

13：55～17：00 

      「神経伝導検査 ハンズオン 初心者から中級者対象」 

講師：大隈病院 医療技術部        山内 孝治 技師 

刈谷豊田総合病院 臨床検査病理技術科 西脇 啓太 技師 

 

       ハンズオンの対象神経 

         対象①：正中神経  (手掌刺激も含む) 

尺骨神経  

尺骨神経 （インチング） 

尺骨神経 （FDI導出） 

橈骨神経  

 

         対象②：前骨間神経 

虫様筋骨間法 

脛骨神経  

腓骨神経 

腓骨神経（TA導出） 

腓腹神経 

浅腓骨神経 

 

           *ハンズオンは、対象①および対象②の中からそれぞれ 1 神経を選

び実施していただきます。参加申し込み時、実施したい神経項目を

対象①と対象②からそれぞれ 1つ選び参加申し込みしてください。 

 
 

 



定 員 ：  ハンズオン名 10名 

見学 10 名 

(ハンズオン、見学ともに会員限定) 

＊定員になり次第締め切らせていただきます 
 

参加費 ：  ハンズオン 1000円 

見学のみ  無料  
 

参加申込 ： 下記専用フォーム、QRコードより申込をお願いします  

申込専用フォーム  

https://forms.gle/YRqv9qzeK9CojSXH6     
 

申込期限 ： 令和 8年 8月 14日（金） 
 

駐車場  ： 学内駐車場をご利用ください 
 

この研修会は日臨技生涯教育制度に事前登録したもので、研修会参加者には専門教科（20点）

として認定されます。 

研修会終了１週間後以降に各自で参加登録及び点数の確認していただくようお願いします。 

 

連絡先 JA岐阜厚生 中濃厚生病院 検査科（生理検査室） 林 智剛 

TEL 0575-22-2211 

Mail：tomo1224rx8@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/YRqv9qzeK9CojSXH6


＊＊ 外部講師における講演依頼の目的と講師略歴 ＊＊ 

 

外部講師における講演研修会の目的 

今回の研修会は、初心者向けのハンズオンを行います。実際に装置に触って

手技の指導をしていただきます。昨年同様に愛知県からお二人の講師の先生に

お願いしました。先生方は愛知県で定期的に神経伝導検査の実技講習会を開催

し、後進の指導にご尽力されていらっしゃいます。経験豊富なお二人の先生か

ら一つでも多くの知識を得て、一人でも多くの方に興味を持っていただき、岐

阜県の神経分野のレベルアップを目指します。 

 

 

大隈病院 医療技術部 山内孝治先生 

昨年に引き続き 6年目になります。 

今年度も昨年同様に初心者向けの神経伝導検査のハンズオンをお願いしまし

た。日常診療に役立つ検査を行えるようになるために山内先生に手技を伝授し

ていただきます。 

 

山内先生のご紹介をさせていただきます。 

神経伝導検査の分野では大変ご高名でいらっしゃいます。日本医学検査学会、

日本臨床神経生理学会などで多くの学会発表や、日本臨床神経生理学会、日本

神経生理検査研究会などで多くのご講演をされています。 

 

神経生理学会の専門技術師の資格も取得されていらっしゃいます。 

日臨技から出版されています JAMT 技術教本シリーズの神経生理検査技術教本 

上肢神経伝導検査・症例集の執筆者でもあります。 

 

  

刈谷豊田総合病院 臨床検査病理技術科 西脇啓太先生 

愛知県技師会の活動に携わりながら多くのご講演をされご活躍されていらっし

ゃいます。また、日本臨床検査学会、日本神経生理学会などで多くのご発表も

され、神経生理学会の専門技術師、認定技術師（術中脊髄モニタリング）の資

格も取得されていらっしゃいます。日常業務では神経伝導検査や術中モニタリ

ングも数多くこなされ、豊富なご経験からわかりやすくハンズオンのご指導し

ていただけると思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


